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年 月号

まちの人口と世帯数
（ 年 月末現在）
人 口 人
男 人
女 人
世帯数 世帯

今月の表紙 【見守っています】

・目次
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年度予算
大崎上島公共交通連携協議会
島のニュース
職員配置表
英語にチャレンジ
ハイスクールリポート
きょういく大崎上島
人権の視点
消費生活情報
ヘルシー愛ランド（健康）
お知らせのページ
まちのわんぱくちゃん

東野地域では、小学生の登下校に鮴崎
と白水駐在所の警察官が付き添う姿が見
られます。警察官は、登下校の時間帯の
通学路の見回りも行っています。不審者
が社会問題となったころ、地域の子ども
たちの安全を守ろうと始まったものです。
わがまちでも各地で、子どもたちを地域
ぐるみで見守ろう、はぐくもうという気
運がにわかに高まりました。

月

日
朝
、
高
田
幸
典
新
町
長
（

）

が
初
登
庁
し
、
職
員
に
拍
手
で
迎
え
ら
れ
ま

し
た
。
藤
原
正
孝
前
町
長
の
後
を
継
ぐ
、
大

崎
上
島
町

代
目
の
町
長
と
な
り
ま
す
。
高

田
町
長
は
、
昭
和

年
、
旧
大
崎
町
の
職
員

に
採
用
さ
れ
、
総
務
課
長
、
教
育
長
を
経
て
、

合
併
後
は
、
今
年

月
ま
で
教
育
長
を
務
め

ま
し
た
。
昨
年

月
、
藤
原
前
町
長
が

期

限
り
で
町
長
を
退
く
意
向
を
示
し
た
の
を
機

に
、
立
候
補
を
表
明
。

日
の
町
長
選
挙
告

示
の
日
、
他
に
立
候
補
者
が
な
く
無
投
票
で

初
当
選
し
ま
し
た
。

町
づ
く
り
の

本
柱
と
し
て
、

安
心
し

て
暮
ら
せ
る
町
、

活
力
あ
ふ
れ
る
町
、

人
材
が
育
ち
活
躍
す
る
町

を
掲
げ
た
高
田

新
町
長
の
地
域
づ
く
り
へ
の
思
い
は
、
次
号

で
紹
介
し
ま
す
。

町
政
を
託
す

藤
原
前
町
長
に
思
い
を
聞
き
ま
し
た

つ
の
町
が
一
つ
に
な
っ
て

年
。
こ
の

新
し
い
町

大
崎
上
島
町

を
盛
り
立
て
よ

う
と
、
町
議
会
の
議
員
さ
ん
も
町
民
の
皆
さ

ん
も
、
様
々
な
場
面
で
尽
力
し
て
く
だ
さ
っ

た
こ
と
が
大
き
な
財
産
だ
と
思
い
ま
す
。
今

後
も
、
こ
の
間
に
培
わ
れ
た
一
体
感
を
い
っ

そ
う
は
ぐ
く
み
、
よ
り
よ
い
町
づ
く
り
へ
と

新
し
い
発
想
で
取
り
組
ん
で
行
か
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

町政をバトンタッチ

高田幸典新町長が
就任しました



ぴかぴかの
年生

入学おめでとうございます。
小学校に入学した児童たちは、今までとは全く違
う世界へ、中学生は今までよりも責任のある世界に、
新しい一歩を踏み出しました。
これから、もっといろいろな事にチャレンジして、
自分の世界を拡げてください。

大崎上島中学校 校長 竹田 芳子

組 名 担任 村上 由里

学年副担任 久保 卓美

組 名 担任 畝光 嘉之

大崎小学校 名．
校長 東 克則 担任 岡田 真明

東野小学校 名
校長 宗本 洋子 担任 高橋 勝海

木江小学校 名
校長 秋光 義孝 担任 底押 悦子



区 分 年度 年度 差 引

一 般 会 計

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 事 業

介 護 保 険 事 業

老 人 保 健

後 期 高 齢 者 医 療 保 険 事 業

簡 易 水 道 事 業

公 共 下 水 道 事 業

農 業 集 落 排 水 事 業

漁 業 集 落 排 水 事 業

港 湾 管 理

漁 港 管 理

交 通 事 業

大 串 干 拓 地 管 理

計

合 計

区 分 年度 年度 差 引

一 般 会 計

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 事 業

介 護 保 険 事 業

老 人 保 健

後 期 高 齢 者 医 療 保 険 事 業

簡 易 水 道 事 業

公 共 下 水 道 事 業

農 業 集 落 排 水 事 業

漁 業 集 落 排 水 事 業

港 湾 管 理

漁 港 管 理

交 通 事 業

大 串 干 拓 地 管 理

計

一般会計及び特別会計の予算規模（当初予算） （単位 千円）

平
成

年
度
大
崎
上
島
町
の
当
初
予
算
額
は
、
一
般
会
計
が

億

万

千
円
、
特
別
会
計
が

億

万

千
円
で
総
額

億

万

千
円
と
な
り
ま
し
た
。
一
般
会
計
は
、
前
年
度
よ
り

万

千
円
の
減
額
、
特
別
会
計
は
、
前
年
度
よ
り

億

万

千
円
の
増
額
と
な
り
、
全
会
計
で
は
、

万

千
円
の
増
額

と
な
り
ま
し
た
。

平
成

年
度

当
初
予
算
の
あ
ら
ま
し
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誰もが安心して暮らせる健康と
福祉のまちづくり

・コミュニティバス運行事業
・じん臓 身体 知的障害者通院費助成事業
・在宅介護支援センター事業
・緊急通報体制等整備事業
・認知症高齢者グループホーム整備事業
・複合福祉施設整備事業
・子育て支援事業
・子育てヘルパー派遣事業
・生活保護費
・予防接種事業費
・生活習慣病対策費
・診療所（耳鼻咽喉科）運営費

活発で働く場に恵まれ、若者が
定着する産業のまちづくり

・中山間地域等直接支払交付金
・中山間地域総合整備事業
・有害鳥獣駆除対策費
・林道整備事業（ 路線）
・水産振興対策費
・栽培漁業新魚種導入事業
・商工振興対策費

豊かな自然環境を活かし、
多くの人々が訪れる交流のまちづくり

・産業祭開催費
・イベント開催・助成費
・大串キャンプ場周辺施設管理運営費
・自然公園施設管理費

まちの行財政運営の推進

・情報化推進事業
・地域情報化推進事業

美しい住みよいまちづくり

・防犯灯管理費
・ 防犯灯導入事業
・小型合併処理施設費補助金
・下水道施設整備事業（公共下水道）
・町道整備事業
・急傾斜地崩壊防止対策事業
・みなと振興交付金事業
・防災施設整備事業

人をはぐぐみいきいきと暮らせる
教育と文化のまちづくり

・まちづくり振興基金積立金
・地区活動育成助成費
・若者定住・リーダー育成費
・地域間交流事業
・人権対策費
・人権教育推進費
・文化財保存団体育成助成費
・大崎上島文化センター運営費
・情報プラザ・エル運営費

主な事業（単位 千円）

歳出予算の性質別内訳
（単位 千円）

人件費
扶助費
公債費
普通建設事業費
物件費
維持補修費

補助費等
積立金
貸付金
繰出金
予備費
合 計



将
来
の
移
動
や
交
通
手
段
に
対
す
る
不
安

平
成

年
に
実
施
し
た
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、
多
く
の
町
民
は
、
買
い
物
や
通
院
な

ど
日
常
的
な
生
活
移
動
を
、
ク
ル
マ
に
依
存

す
る
生
活
を
送
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
現
在
、
ク
ル
マ
を
利
用
し
て
い
る
人

も
、
将
来
に
対
す
る
移
動
や
交
通
手
段
確
保

に
不
安
を
感
じ
て
い
ま
す
。

公
共
交
通
へ
の
補
填
額
の
増
大

平
成

年
度
か
ら
の
、
町
の
公
共
交
通
維

持
の
た
め
の
補
填
額
は
、
増
加
傾
向
に
あ
り
、

平
成

年
度
で
は
平
成

年
度
の
約

・

倍
の
約

億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
町
の
補

填
額
は
、
公
共
交
通
の
支
出
（
委
託
料
等
）

と
収
入
（
運
賃
収
入
等
）
の
差
で
す
。
収
入

に
は
、
運
賃
収
入
の
他
に
、
高
速
船
等
を
維

持
す
る
た
め
の
国
や
県
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な

補
助
金
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
国

や
県
の
財
政
状
況
も
今
後
さ
ら
に
厳
し
く
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
補
助
金
に
依

存
す
る
こ
と
は
難
し
く
な
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

利
用
者
の
減
少
や
燃
料
の
高
騰
等
に
よ
り
、

航
路
事
業
者
の
経
営
環
境
は
圧
迫
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
結
果
、
減
便
・
運
休
・
廃
止
が
余

儀
な
く
さ
れ
る
と
と
も
に
、
町
の
財
政
負
担

も
増
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
陸
上
交
通
は
、
路
線
バ
ス
と
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
（
お
と
姫
バ
ス
）
の

種
類
が

運
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
路
線
バ
ス
は
、
平
成

年

月
に
島
内
循
環
化
が
な
さ
れ
、
近
年

の
利
用
者
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ま
た

お
と
姫
バ
ス
は
、
交
通
空
白
地
帯
の
住
民
の

交
通
手
段
を
確
保
し
、
福
祉
の
向
上
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成

年

月

に
運
行
を
開
始
し
、
年
間

万
人
で
推

移
し
て
い
ま
す
が
、
利
用
の
少
な
い
路
線
も

あ
り
ま
す
。

急
速
に
進
む
高
齢
化
と
人
口
減
少

大
崎
上
島
町
で
は
、
人
口
の
減
少
や
高
齢

化
が
、
非
常
に
早
い
ス
ピ
ー
ド
で
進
ん
で
お

り
、
平
成

年
現
在
で
、
す
で
に
高
齢
化
率

が

％
を
越
え
、
一
部
地
域
で
は

％
を
越

し
て
い
ま
す
。
近
い
将
来
に
は
、
町
全
体
が

過
疎
化
・
超
高
齢
化
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。

町
の
公
共
交
通

大
崎
上
島
町
に
は
、
海
上
交
通
と
陸
上
交

通
が
あ
り
ま
す
。
離
島
で
あ
る
大
崎
上
島
町

で
は
、
海
上
交
通
は
日
常
生
活
に
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
交
通
手
段
で
す
。
し
か
し
、

住
民
・
交
通
事
業
者
・
行
政
で
守
り
育
て
よ
う

地
域
の
公
共
交
通

大
崎
上
島
町
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

住
民
・
交
通
事
業
者
・
行
政
で
守
り
育
て
よ
う

地
域
の
公
共
交
通

大
崎
上
島
町
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

サロンにおけるヒアリング調査



み
ん
な
で
守
り
育
て
よ
う

今
後
は
、
計
画
に
基
づ
き
、
各
事
業
を
進

め
る
予
定
で
す
。
し
か
し
、
公
共
交
通

づ
く
り
は
、
事
業
者
や
行
政
だ
け
で
は
実
現

で
き
ま
せ
ん
。
多
く
の
人
に
支
え
ら
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
公
共
交
通
を
維
持
す
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
よ
り
多
く
の
ご

利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

大
崎
上
島
町
企
画
課

（

）

（

）

＠

観
光
交
通
利
用
促
進
事
業

町
内
の
観
光
施
策
関
連
部
局
と
連
携
し
、

観
光
客
向
け
の
公
共
交
通
情
報
を
発
信
し

ま
す
。

個
別
事
業
の
概
要

陸
上
交
通
サ
ー
ビ
ス
改
善
及
び
再
編
事
業

バ
ス
サ
ー
ビ
ス
格
差
の
平
準
化
と
サ
ー

ビ
ス
内
容
改
善
の
た
め
、
バ
ス
路
線
の
統

廃
合
・
充
実
の
検
討
及
び
実
施
し
ま
す
。

【
明
石
・
沖
浦
・
木
江

白
水
港
・
垂
水
港
間
路
線
の
充
実
】

高
齢
化
率
が
高
く
、
か
つ
公
共
交
通
へ

の
依
存
度
も
高
い
明
石
地
域
等
の
移
動
支

援
を
す
る
た
め
、
白
水
港
・
垂
水
港
へ
の

連
絡
す
る
路
線
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

海
上
交
通
サ
ー
ビ
ス
改
善
及
び
再
編
事
業

フ
ェ
リ
ー
・
高
速
船
に
お
け
る
効
率
的

な
運
航
、
利
用
者
ニ
ー
ズ
の
多
い
運
賃
の

低
廉
化
や
最
終
便
の
延
長
に
対
応
し
た

サ
ー
ビ
ス
改
善
を
実
施
し
ま
す
。

本
土
側
交
通
機
関
と
の
乗
り
継
ぎ

円
滑
化
事
業

シ
ー
ム
レ
ス
な
公
共
交
通
体
系
を
構
築

す
る
た
め
問
題
点
を
把
握
し
、
乗
り
継
ぎ

時
間
の
短
縮
や

カ
ー
ド
導
入
に
よ
る

手
続
き
の
簡
素
化
等
に
つ
い
て
関
連
自
治

体
や
交
通
事
業
者
と
連
携
し
、
可
能
な
も

の
よ
り
実
施
し
ま
す
。

公
共
交
通
利
用
促
進
事
業

公
共
交
通
情
報
の
発
信
や
住
民
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
等
を
通
じ
て
、
利
用
意
識
の
醸

成
を
図
り
ま
す
。

基
本
理
念

地
域
資
源
を
活
か
し
た
理
想
郷
の
実
現

を
果
た
し
、
住
民
一
人
ひ
と
り
が
幸
せ
を
感

じ
、
満
足
で
き
る
地
域
で
あ
り
続
け
る
た
め

に
必
要
な
公
共
交
通
体
系
を
創
り
ま
す
。

基
本
方
針

利
用
者
本
位
の公

共
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

利
用
者
本
位
の
陸
上
交
通
・
海
上
交
通

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

持
続
可
能
な
公
共
交
通
体
系
の
構
築

交
通
事
業
者
及
び
住
民
と
の
協
働
に
よ

り
、
持
続
可
能
な
公
共
交
通
体
系
の
構
築

を
推
進
し
ま
す
。

住
民
意
識
の
醸
成

住
民
意
識
の
醸
成
に
努
め
、
安
定
的
な

交
通
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

計
画
の
目
標

継
続
し
た
検
討
の
推
進

利
用
者
本
位
の
サ
ー
ビ
ス
の
実
現

公
共
交
通
の
利
用
環
境
の
向
上

公
共
交
通
の
利
用
意
識
の
向
上

大
崎
上
島
町
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
の
概
要

大
崎
上
島
町
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
の
概
要

今
後

年
間
に
、
町
が
進
め
て
い
く
交
通
に
関
す
る

計
画
の
内
容
で
す
。

今
後

年
間
に
、
町
が
進
め
て
い
く
交
通
に
関
す
る

計
画
の
内
容
で
す
。



東日本大震災（東北地方太平洋沖地震）の復興支援へ

町民の皆さん、ご協力ありがとうございました。
月 日までに町へ寄せられた義援金は 円、

救援物資はタオル 枚、バスタオル 枚、肌着類
枚、水 、食品類 個。義援金は日本赤十字社へ、

物資はとりまとめ先の広島県へ送りました。なお、義援
金は引き続き本庁・各支所で受け付けています。

町は
義援金 広島県町村会へ 万円、全国離島振興協議

会へ 万円、広島県消防協会へ 万 千円、日本赤十字
広島県支部へ 万円 物資 遠野市（武蔵野市姉妹友
好市町村協議会）へ 万円相当 公営住宅 被災者の受
け入れに 戸用意（平成 年 月 日現在）

子どもたちは
月下旬には、東野小学校、大崎上島中学校の児童・

生徒が相次いで町長室を訪れ、被災地へ届けてと義援金
等を藤原正孝町長に託しました。
東野小児童会からは義援金 円。児童会役員が自

主的に全校児童に募金を呼びかけ、役員が一週間にわた
り毎朝学校の玄関に立ち、
児童はためたお小遣いを
持ち寄りました。
大崎上島中学校からは、
義援金 円とタオ
ル 枚。震災直後、恵

良桜子さん、閑田百合子さんの何かしたいという訴えか
ら生徒会全体の取り組みとなりました。チラシを作り区
長会を通じて町内へ配布、町民へ義援金への協力を求め
ました。
町長は、生徒た
ちを労うとともに
皆さんが元気で
頑張ることが、被
災地の支援にもつ
ながる と励まし
ました。義援金は
町へ寄せられた義
援金と合わせて日
本赤十字社へ、タオルは救援物資として広島県へ送りま
した。
また、大崎小学校児童会でも、 月 ・ 日、校内で
募金活動を行いました。折しも 日は参観日、教室にも
募金箱を設置し訪れた保護者に協力を求めました。集
まった 円は、社会福祉協議会へ義援金として届
けました。
木江小学校の児童会でも募金活動に取り組んでいます。

（アンテナ）、オープン

町のアンテナショップ が、 月 日、中
野地区一番街に装いも新たにオープンしました。町の特
産品のほか雑貨などを扱うほか、カフェを併設。品揃え
は追い追い充実の予定。一角には観光コーナーを設け、
各種パンフレットを置いています。
代表の森ルイさんは、大崎上島に惹かれて東京から

ターン。独自の目線と切り口で島を紹介した冊子を手作
りするなど、島の にも余念がありません。店内での
イベント企画、柑橘を素材とした新しいおみやげ品の開
発、島のポストカードづくりなどにも取り組みたいと意
欲を示し、人や情報が集まり、広がっていく場にしたい。
島にもっと人を呼びたい と話しています。
町の皆さんにもどんどん活用いただき、交流や観光の
拠点となればと、町や商工会も期待を寄せています。

は新聞紙上（ 中国）でも紹介され、
開店当日は、新聞やインターネットを見たという人が何
人も訪れました。営業日 木 日、 。

切り絵の魅力、感じて

沖浦回漕店の待合ロビーで、切り絵教室の作品展を開
催しています。
精密で美しい作
品の数々に訪れ
た人はうっとり。
（ 月 日まで
展示）



天使の歌声 ジュピター と共演

月 日 、ホール神峰で、広島ジュピター少年少女
合唱団の公演が開催されました。ジュピターは 合唱を
通じ、音楽と平和を愛するひとづくり を目的に、
年に創設された合唱団です。この機会に地元コーラスグ
ループと交流をと申し入れがあり、オレンジコーラス
との共演が実現しました。ジュピターの団員からは、
（ホール神峰は）すごくいいホール。自分たちの声が
きれいに響いてうれしかった との声も。手作りの衣装
をまとって ライオンキング を熱演したオレンジコー
ラスは、 月に呉市で開催される全日本おかあさんコー
ラス中国支部広島県大会へ向けての励みになったと喜ん
でいます。

大きく育て 各地で植樹

月 日 、神峰山遊歩道付近に八重桜の苗木 本と
スーパー松 本を植樹しました。町の名勝神峰山の緑
化をすすめようと、大崎上島町の森づくり事業推進協議
会とみどり推進機構大崎上島町支部が合同で行ったもの。
松の植樹は、昨年 月に開催されたシンポジウム 海里
山の歴史と文化 での、 島に松の復活を という印南
敏秀教授（愛知大）のお話がきっかけとなりました。
月 日 には、東野区長会が盛谷埋立地の県道沿い

に植樹。区長のほか老人クラブの会員や有志が加わり、
ソメイヨシノの苗木 本を植えました。

先輩にきく。就活の心構え

月 日 、広島商船で 流通情報工学科 業界別
・ 相談会 が開催されました。この相談会は、

他科に比べて就職先の業種が多岐にわたる流通情報工学
科の学生を対象に、進路選択の一助になればと一昨年か
ら行われているものです。当日は特別講演と業界別相談
会とで構成され、業界別相談会では小グループに分かれ、
同校の卒業生 人が学生からの質問に答えました。
の一人小田祥一さん（平成 年度卒、 安川ロジステッ
ク）は、自らの経験から まずはいろいろな業種にアプ
ローチを掛け、選択肢を増やしてみては とアドバイス
をしました。大変厳しい情勢の中で今年 月の就職率は
％、同校の地道な取り組みの一つです。

商工観光課 藤堂 恵 上下水道課 本 恵介

福祉課 中坂 優花 保健衛生課 川上 優

よろしくお願いします

本年度の新採用職員を紹介します。 人は 日間にわ
たる市町初任研修（広島県自治総合研究センター）と
日間の大崎上島町初任者研修を終え、町職員としての決
意も新たにそれぞれの配属場所で業務についています。



課 名 課 長 課長補佐 係 名 係 長 係 員

総務課 小田 博 市川和雄
（県から派遣）

庶 務 係 望月邦彦 下川 昇 岡田貴美 松本みつみ
財 政 係 菅 文彦 坂田 誠 常本敬三
財 産 管 理 係 （兼菅文彦） 高本清一

企画課 亀山英治 藤原保弘
企 画 係 （兼藤原保弘） 檜濱江理奈 立田清治
情 報 係 多武保清美 末廣大樹 御堂 渓

税務課 小松恵子 青木留美子
賦 課 係 水下 泉 檜濱睦夫 松本浩二

今村武徳 角本奈緒子

収 納 係 （兼青木留美子） 村山吉郎

住民課 西岡紀代美 小川正樹
住 民 係 福本道子 和田一美 中田真由
人 権 福 祉 係 新谷冨美代 文田和輝

農林水産課 福政敬司 樽本忠真
農 林 水 産 係 森下哲成 有田芳徳 川野義彦
耕 地 係 （兼樽本忠真） 池田真二 日浦喜晴

商工観光課 小笠原要介 商 工 観 光 係 三村竜也 藤堂 恵

建設課 尾尻 誠 岡村金盛

土 木 係 宮岡栄治 藤原通伸 岡田征幸 山本秀樹

管 理 係 森下隆典
小松 幸 上杉吉則
保名 満 武田勝教
小椋厚志 安保 守 森田和志

会計課 古坂幸也 会 計 係 鼻戸瑞枝

議会事務局 奥川修三 庶 務 係 小笠原正子

課 名 課 長 課長補佐 係 名 係 長 係 員

本 庁 大崎上島町東野 （代表）本 庁 大崎上島町東野 （代表）

職員配置表 平成 年 月 日現在一般職員

木 江 支 所 大崎上島町木江 （代表）木 江 支 所 大崎上島町木江 （代表）

大 崎 支 所 大崎上島町中野 （代表）大 崎 支 所 大崎上島町中野 （代表）

教 育 委 員 会 大崎上島町中野 （代表）教 育 委 員 会 大崎上島町中野 （代表）

大崎上島町包括支援センター 田原香利 広島県地域政策局過疎・地域振興課 川本亮之

広島県後期高齢者医療広域連合 平道龍二

大崎上島町包括支援センター 田原香利 広島県地域政策局過疎・地域振興課 川本亮之

広島県後期高齢者医療広域連合 平道龍二
派 遣 職 員

課 名 課 長 課長補佐 係 名 係 長 係 員
木江地域振興課 砂田信夫 畝本里枝子

庶 務 係 （兼畝本里枝子） 秋山英雄
住 民 係 （兼畝本里枝子） 山本徳枝

福祉課
（福祉事務所） 鼻戸宏明

生 活 福 祉 係 多保佳樹 田中直弘 正畠将平

福 祉 指 導 係 （兼多保佳樹） 柿本賢士 閑田悠子
土井万里子 中坂優花

介 護 保 険 係 円光登資則 石本五十鈴 倉岡由美

保健衛生課
松浦 弘

保 健 指 導 係 岡田千里
菅 英子 池田美果 角本明美
桧山浩子 宮地丈彦 川上 優
石田良美 竹野尚子

環 境 衛 生 係 有田公敬 森本真太郎

課 名 課 長 課長補佐 係 名 係 長 係 員

課 名 課 長 課長補佐 係 名 係 長 係 員
大崎地域振興課 越田昌宏

庶 務 係 赤松三津子 梅田芳子
住 民 係 上田千恵美 福政千鶴子 吉川浩美

上下水道課 吉本清隆 岡本照彦
維 持 係 谷川みどり 竹下良二 本恵介
水 道 係 （兼岡本照彦） 天野志穂 神垣憲隆
下 水 道 係 石田修次 河田昭司 閑田浩平

農林水産課 （福政敬司） （樽本忠真） 地 籍 調 査 係 浅井清成 長田 勲 河田弘文

課 名 課 長 課長補佐 係 名 係 長 係 員

課 名 課 長 課長補佐 係 名 係 長 係 員

総務課
越田宏行

平田 修
（教育指導監）

総 務 学 校 教 育 係 松浦美保子 亀井成美 二見 博 浅岡祥太
佐村蘭子（教頭） 大 崎 幼 稚 園 桑原千穂子
内藤雅子（教頭） 木 江 幼 稚 園 川本美陽 中西夕貴

給 食 セ ン ター 大成三鈴

社会教育課
浜本 隆 森川 明 社 会 教 育 係 （兼森川明）

小川啓三（東野公民館）
川口 啓（木江公民館）
馬場法澄（大崎公民館）
橘高直大（大崎公民館）

課 名 課 長 課長補佐 係 名 係 長 係 員



こんにちは、大崎上島！

日本人は日本の伝統的な衣装をとても誇りに思ってい

ます。和服を結婚式や卒業式、お祭りの他、様々なイベ

ントで着ます。このような民族衣装に対する誇りは他の

文化においても存在します。たとえば、ドイツのレザー

ホーセン（革製の半ズボン）はお祭りどころかレジャー

ウェアとしても有名です。スコットランドにキルトとい

う男性用の伝統的スカートがあります。ラヴァラヴァ（ト

ンガ、サモアでの伝統衣装）は男性女性問わず着用され

ているスカートです。これは、樹皮で作られ、結婚式や

宴会でなどで着ます。イスラム文化では、女性はブルガ

という顔を覆う薄い布を身に着けます（国によっては法

律で決められている場合もあります）。ブルガはお祝い

用の服伝統衣装ではなく、伝統衣装として位置づけられ

ています。

では、アメリカはどうなのでしょう？もし、誰かが私

にアメリカの伝統衣装は何ですかと聞いたら、ちょっぴ

り困るでしょう。私はたぶん シャツやジーンズ と

答えると思います。この答えでよいでしょうか。和服は

日本に 年以上続いています。ブルガは 年以上に

わたってあります。アメリカのジーンズが有名になった

のは…ここ 年ほどで、多くの国に知られ、着られてい

ます。これらはアメリカの伝統衣装と呼べるのでしょう

か？たぶん違うでしょう。さらに言うと、それらは地味

で、お祝いや、特別な時のものではなく、普段着として、

または仕事着なのです。

では、アメリカには伝統衣装がないのでしょうか？い

え、私たちにも伝統衣装はあります。 年前のロンド

ン衣料はアメリカで有名でしたし。我々は南北戦争や世

界大戦から軍服というものをよく着ていました。中には

とても小さな特別な祭りで軍服を着る人もいますが、ほ

とんどのアメリカ人にとってはアメリカを示すものでは

ありません。実際、それらは時によっては滑稽に見えま

す。我々の国は歴史がとても浅く、そして重荷になるよ

うな文化に固着する事を嫌った国民でもあるのです。こ

れ良いことなのか？それとも悪いことなのか？あなたは

どう思いますか？

読んでくれてありがとう。ごきげんよう。

ダン・モーラー

…

アメリカの伝統衣裳とは？アメリカの伝統衣裳とは？
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月 日 、平成 年度広島商船高等専門学校の入学
式を行いました。
今年度の新入生 名（商船学科 名、電子制御工学

科 名、流通情報工学科 名、専攻科 名）の入学とな
りました。村上校長は式辞で 将来、皆さんが協力して、
今日の人類が直面する様々な課題を解決できる人材に成
長することを期待しています と述べました。

情情
報報
ププ
ララ
ザザ
・・
エエ
ルル

開館時間

日 月 火 水 木 金 土日 月 火 水 木 金 土

砂上のファンファーレ 早見 和真

花の鎖 湊 かなえ

円卓 西 加奈子

オジいさん 京極 夏彦

生まれた命にありがとう 野田 聖子

スピンク日記 町田 康

家族戦士 中村 啓

黒うさぎたちのソウル 木村 紅美

休休

月 日 第 回入学式が、新入生 名を迎え新たな
スタートを切りました。
式に先立って、東日本大震災で亡くなられた方のご冥
福を祈り黙祷、式辞の中では関本圭一校長が、新入生に
対して次の三点について述べました。
・本校の校訓 自主・自律・創造 を心に留めて自らの
良さを伸ばし、意欲的に学び、創造できる人間を目指
すこと。
・人の気持ちを理解し、思いやりのある人間になること。
集団生活を通してお互いを尊重し、助け合い、励まし
合える仲間を一人でも多く作ること。
・将来に夢を持ち、失敗を恐れずに何事にも積極的に
チャレンジすること。
新入生を代表し秋光智喜君が 学校の決まりを守り、

心身を鍛え、勉学に励みたい と力強く宣誓しました。

大崎海星高等学校 第 回入学式

つくしの会

絵本のよみかたり

絵本
まくらのせんにん

他

広島商船高等専門学校入学式

工業系列選択者の授業では ものづくり をテーマに
課題作品の製作に取り組んでいます。 年の歳月を掛け
て完成させた 三輪自動車（チューチュー号） が 人
気もん！ （テレビ新広島）の取材を受けました。一昨
年前の 水陸両用車 の取材に続き 度目となり、木江
校舎グラ
ウンドに
て、軽快
な走りを
披露する
ことがで
きました。

工業系列選択者 テレビ取材を受ける

月 日 日 の 日間、島根県の国立三瓶青少
年交流の家で、新入生オリエンテーションを実施しまし
た。天候にも恵まれ、グループに分かれての野外でのカ
レー作りやオリエンテーリングなどを協力して行い、交
流を深めることができました。

平成 年度新入生オリエンテーション



教
諭植

野
洋
一
郎

年間の県外人事交流を終え、沖縄県から大
崎上島に戻って参りました。島の子どもたち
と一緒に頑張ります。よろしくお願いします。

教
諭植

野
洋
一
郎

臨
時
教
諭
（
国
語
科
）

藤
井

敦
子

初めての大崎上島中学校で、
至らない点も多いと思います
が一生懸命がんばります。

臨
時
教
諭
（
国
語
科
）

藤
井

敦
子

教
科
指
導
員（
保
健
体
育
科
）

平
本

幸
三

返事 挨拶 ヶ所の”きをつけ”
を大切にしながら、運動を通して楽しい
学校づくりにご援助できればと思います。

教
科
指
導
員（
保
健
体
育
科
）

平
本

幸
三

非
常
勤
講
師（
家
庭
科
）

川
上

奈
美

年ぶりの学校復帰です。子
どもたちの元気に負けない様
がんばります。

非
常
勤
講
師（
家
庭
科
）

川
上

奈
美

図
書
事
務
補
助
員

小
川

明
美

図書室の担当をします。
年間よろしくお願いします。

図
書
事
務
補
助
員

小
川

明
美

教
諭藤

田

幸
樹

子どもたちが毎日楽しく笑顔
で過ごせるようがんばります。
よろしくお願いいたします。

教
諭藤

田

幸
樹

図
書
事
務
補
助
員

木
村

芳
江

図書室を担当します。
よろしくお願い致します。

図
書
事
務
補
助
員

木
村

芳
江

教
諭古

本
あ
ず
さ

日々勉強しながら、子どもたちと
一緒に成長していきたいと思いま
す。よろしくお願いいたします。

教
諭古

本
あ
ず
さ

校
長東

克
則

元気・笑顔・感謝 を大切に、
大崎小の素敵なところをたくさ
ん見つけていきたいと思います。

校
長東

克
則

今月は教育委員会今月は教育委員会

この春、町内の小中学校に赴任された教職員
を紹介します。よろしくお願いします。

大崎小 木江小
東野小 大崎上島中

平
成

年
度
【
第

回
】

平
成

年

月

日

議
題

議
事

日
程
第

報
告

町
立
幼
稚
園
及
び
小
中
学
校
の

学
校
医
、
学
校
歯
科
医
、
学
校

薬
剤
師
の
委
嘱
に
つ
い
て

日
程
第

報
告

平
成

年
度
幼
稚
園
、小
中
学

校
在
籍
児
童
生
徒
数
に
つ
い
て

日
程
第

議
案
第

号

町
立
幼
稚
園
園
長
の
任
命
に
つ
い
て

日
程
第

議
案
第

号

大
崎
上
島
町
重
要
文
化
財
の
指

定
に
つ
い
て
（
阿
弥
陀
寺
の
松

写
真

他

件
）

そ
の
他

お
詫
び
と
訂
正

月
号
の
議

案

号
中
、
平
成

年
度
は
平

成

年
度
の
誤
り
で
す
。

教
諭多

田

教
恵

竹原西小学校から転任してまいりまし
た。子ども達が元気で楽しい学校生活
がおくれるよう精一杯頑張ります。

教
諭多

田

教
恵

教
諭高

橋

勝
海

子どもたちが、毎日笑顔で元
気に登校できるようがんばっ
ていきたいと思います。

教
諭高

橋

勝
海

教
頭金

本

英
也

呉市立長浜中学校から赴任してまいりまし
た。活気あふれる学校づくりに取り組んで
まいります。よろしくお願いいたします。

教
頭金

本

英
也

教
諭
（
保
健
体
育
科
）

得
能

麻
衣

初めての経験ばかりですが、
自分らしく明るく元気に頑張
ります。よろしくお願いします。

教
諭
（
保
健
体
育
科
）

得
能

麻
衣

図
書
事
務
補
助
員

伊
藤

英
雄

図書室を担当します。
よろしくお願いします。

図
書
事
務
補
助
員

伊
藤

英
雄

樹齢 年と伝えられる
阿弥陀寺（東野）の松

教諭

底押 悦子
総括事務主任

平田 聡美
校務員

増本 昭夫
図書事務補助員

中島 理恵

木江小学校の 人の元気な子ども達と一緒に、楽しくがんばっ
ていきます。よろしくお願いします。



私
が
入
院
し
た
時
、
眼
科
や
外
科
、
内
科

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
病
状
の
患
者
さ
ん
と
知
り

合
い
に
な
っ
た
。
仕
事
で
足
を
骨
折
し
た
人
、

胃
を
悪
く
し
て
入
院
し
た
人
、
目
の
手
術
を

受
け
た
人
な
ど
、年
齢
や
性
別
、職
業
も
様
々

で
、
ふ
だ
ん
あ
ま
り
接
す
る
こ
と
の
な
い
人

た
ち
と
話
す
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
病
気
や
ケ

ガ
の
苦
労
話
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
世
代
の

違
う
人
た
ち
の
話
は
と
て
も
お
も
し
ろ
か
っ

た
。
人
権

に
つ
い
て
考
え
る
時
、
そ
の

中
の
一
人
の
患
者
さ
ん
の
こ
と
が
頭
に
浮
か

ん
だ
。

人
権
侵
害
と
は
、
障
害
者
や
お
年
寄
り
な

ど
、
立
場
の
弱
い
人
た
ち
に
対
す
る
差
別
や
、

悪
意
の
あ
る
偏
見
か
ら
く
る
も
の
だ
と
ば
か

り
思
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
た
と
え
善
意

で
あ
っ
て
も
思
わ
ぬ
と
こ
ろ
か
ら
人
権
の
侵

害
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
の
だ
と
考
え

さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

目
の
手
術
を
受
け
た
そ
の
人
は
、
母
と
同

年
代
ぐ
ら
い
の
女
の
人
だ
っ
た
。
目
が
不
自

由
な
こ
と
で
、
周
り
の
人
た
ち
が
と
て
も
よ

く
し
て
く
れ
る
の
は
い
い
が
、
そ
の
た
め
に

困
っ
た
り
悲
し
い
思
い
を
す
る
こ
と
も
あ
る

と
い
う
の
だ
っ
た
。
私
は
こ
れ
ま
で
、
人
に

優
し
く
親
切
に
す
る
こ
と
は
、
い
わ
ば
常
識

で
あ
り
、
当
然
の
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
た
だ

け
に
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。
困
っ
た

身
近
で
無
意
識
な
人
権
侵
害

佐
賀
県
・
佐
賀
市
立
東
与
賀
中
学
校

三
年

江
川
麻
理
香

時
に
手
を
貸
し
て
く
れ
る
と
い
う
の
に
、
悲

し
い
思
い
を
す
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の

だ
ろ
う
。
私
た
ち
が
親
切
の
つ
も
り
で
や
っ

て
い
る
こ
と
が
迷
惑
に
な
っ
て
い
る
と
い
う

の
だ
ろ
う
か
。
お
年
寄
り
や
障
害
者
を
い
た

わ
る
の
は
当
た
り
前
で
あ
り
、
そ
れ
は
感
謝

さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
迷
惑
に
思
う
な

ど
と
は
筋
違
い
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
と
こ

ろ
が
、
そ
の
人
の
立
場
か
ら
見
れ
ば
、
好
意

の
つ
も
り
で
も
、
ま
る
で
小
さ
な
子
ど
も
の

よ
う
に
扱
わ
れ
た
り
、
こ
れ
は
危
険
だ
か
ら

と
勝
手
に
予
測
さ
れ
て
遠
ざ
け
ら
れ
て
し

ま
っ
た
り
と
、
自
分
の
意
思
と
は
関
係
な
く

何
で
も
先
回
り
さ
れ
て
し
ま
う
の
が
悲
し
い

の
だ
そ
う
だ
。
目
は
悪
く
と
も
、
自
分
は
子

ど
も
で
は
な
い
し
、
で
き
な
く
は
な
い
こ
と

に
ま
で
、
行
き
過
ぎ
た
親
切
に
ひ
ど
く
心
を

傷
つ
け
ら
れ
る
の
だ
と
い
う
。
ま
た
、
相
手

が
よ
か
れ
と
思
っ
て
く
れ
て
い
る
こ
と
だ
け

に
、
そ
れ
を
断
ろ
う
も
の
な
ら
あ
か
ら
さ
ま

に
い
や
な
顔
を
さ
れ
た
り
、
急
に
態
度
を
変

え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
り
で
、
か
え
っ
て

気
を
遣
う
の
だ
そ
う
だ
。

私
は
は
っ
と
し
た
。
今
ま
で
手
を
貸
す
側

か
ら
見
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
逆
の
立
場
か

ら
考
え
た
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
大
き
な
衝

撃
を
受
け
た
。
い
つ
の
間
に
か
、
相
手
よ
り

自
分
を
少
し
高
い
所
に
置
い
て
見
て
い
な
い

だ
ろ
う
か
。
無
意
識
の
う
ち
に
相
手
の
こ
と

を
保
護
す
べ
き
弱
者
だ
と
し
て
見
て
い
な
い

だ
ろ
う
か
。
私
は
今
、
中
学
生
だ
が
そ
れ
以

下
の
子
ど
も
扱
い
さ
れ
る
と
腹
が
立
つ
。
い

ち
い
ち
細
か
い
こ
と
ま
で
制
限
さ
れ
た
り
禁

止
さ
れ
た
り
す
れ
ば
、
確
か
に
い
い
気
持
ち

は
し
な
い
。
同
じ
よ
う
に
、
障
害
者
や
老
人

に
対
し
て
、
危
険
だ
何
だ
の
と
、
そ
の
人
が

で
き
る
こ
と
ま
で
を
も
禁
止
し
、
ま
だ
こ
ぼ

し
て
も
い
な
い
湯
の
み
を
取
り
上
げ
る
よ
う

な
こ
と
を
し
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

確
か
に
、
弱
者
を
い
た
わ
り
、
手
助
け
す

る
こ
と
は
、
人
と
し
て
当
然
で
あ
り
必
要
な

こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
相
手
の
気
持
ち
や

状
況
を
考
え
ず
、
た
だ
一
方
的
に
押
し
つ
け

る
だ
け
の
親
切
は
た
だ
の
自
己
満
足
で
し
か

な
い
。
見
え
な
い
人
に
は
見
え
な
い
人
な
り

の
や
り
方
や
考
え
方
が
あ
る
の
に
、
そ
こ
に

寄
り
添
う
た
め
の
理
解
が
な
い
と
し
た
ら
、

そ
れ
は
人
権
を
侵
害
し
て
い
る
と
い
え
な
い

だ
ろ
う
か
。

人
は
皆
、
平
等
で
あ
る
。
け
れ
ど
環
境
や

年
齢
、
身
体
能
力
な
ど
は
同
じ
で
は
な
い
。

だ
か
ら
こ
そ
、
人
と
し
て
の
尊
敬
の
念
や
思

い
や
り
、
い
た
わ
り
の
心
を
持
っ
て
接
す
る

こ
と
が
大
切
な
の
だ
と
思
う
。

し
ば
ら
く
前
の
人
権
侵
害
と
は
、
人
を
自

分
よ
り
見
下
し
た
り
、
お
と
し
め
る
こ
と
で

優
越
感
を
持
つ
た
め
の
も
の
だ
っ
た
よ
う
に

思
う
。
そ
し
て
今
、
生
活
や
文
化
が
豊
か
に

な
っ
た
現
代
で
は
、
行
き
過
ぎ
た
親
切
や
い

た
わ
り
が
人
の
心
を
傷
つ
け
、
そ
れ
が
新
た

な
種
類
の
人
権
侵
害
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る

こ
と
も
あ
る
の
だ
。

善
意
、
イ
コ
ー
ル
、

感
謝
さ
れ
る
べ
き
も
の

と
い
う
考
え
方
が

全
て
に
当
て
は
ま
る
と
は
限
ら
な
い
。
ま
た
、

当
て
は
め
よ
う
と
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の

人
に
と
っ
て
の

い
ち
ば
ん

は
何
か
。
ひ

と
り
ひ
と
り
を
尊
重
す
る
た
め
に
は
、
本
当

に
助
け
が
必
要
か
ど
う
か
、
出
す
ぎ
た
こ
と

を
し
て
い
な
い
か
を
見
極
め
る
こ
と
も
大
切

な
の
だ
と
思
う
。

人
権

に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
。
そ
れ

は
と
て
も
難
し
い
こ
と
の
よ
う
に
思
え
る
が
、

意
外
と
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

同
じ
人
間
同
士
が
並
ん
で
歩
く
た
め
の
人
と

人
と
の
間
の
権
利
。
私
た
ち
が
無
意
識
の
う

ち
に
作
り
出
し
て
い
る
優
劣
の
壁
を
取
り
払

う
こ
と
。
自
分
の
価
値
観
を
人
に
押
し
つ
け

な
い
こ
と
。
自
分
も
相
手
も
同
じ
ひ
と
り
の

人
間
な
の
だ
と
、
そ
の
人
の
心
に
寄
り
添
い
、

理
解
し
合
う
努
力
こ
そ
、
人
権
を
守
る
大
き

な
力
に
な
る
と
思
う
。

人
権
教
育
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー

ア
イ
ユ

年

月
号
よ
り

人命救助で
表彰されました
月 日 、梅木達也さん（中

野）が大崎上島消防署長から表彰
されました。梅木さんは 月に開
催された大崎駅伝大会中、心肺停
止となったランナーを迅速かつ適
切な処置で救命した功績を認めら
れたものです。大崎上島町長から
も感謝状が贈られました。

人命救助で
表彰されました
月 日 、梅木達也さん（中

野）が大崎上島消防署長から表彰
されました。梅木さんは 月に開
催された大崎駅伝大会中、心肺停
止となったランナーを迅速かつ適
切な処置で救命した功績を認めら
れたものです。大崎上島町長から
も感謝状が贈られました。



震災に関する義援金詐欺にご注意ください震災に関する義援金詐欺にご注意ください

行楽シーズンの交通事故防止対策
─日本一安全・安心を実感できる大崎上島町の実現─

行楽シーズンは気が緩み注意不足から交通事故に巻き込まれるおそれがあります。
次のことに気をつけて楽しい連休にしましょう。

交通事故に気をつけよう 少し注意するだけで交通事故は防げます！
焦らず冷静な運転を！

気温が上がり、注意力が低下します。安全確認を十分に行い交通事故防止に努めましょう。
連休中は高速道路・幹線道路で交通渋滞が予想されます。焦らず冷静に安全速度で安全運転に努めましょう。
連休中は交通量が増加します。歩行者や自転車利用者も普段より交通事故防止の意識を高めましょう。
交通ルールを守り、事故防止に努めましょう。

春の全国交通安全運動のお知らせ 交通事故防止の意識を高め、
交通事故防止に努めよう

重点目標 子どもと高齢者の交通事故防止
自転車の安全利用の推進
全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
飲酒運転の根絶

実施期間 平成 年 月 日（水曜日）から年 月 日（金曜日）
交通事故死ゼロを目指す日 平成 年 月 日（金曜日）

底

竹原警察署大崎上島分庁舎からのお知らせ竹原警察署大崎上島分庁舎からのお知らせ

東日本大震災の関連で、福祉団体や公的機関などを名乗り、義援金をだまし取ろうとする 義援金詐欺
と疑われる事例の情報が全国の相談窓口に寄せられていることについて、消費者庁から注意喚起がありまし
た。義援金は、募っている団体等の活動状況や使途をよく確認し、納得した上で寄付しましょう。

【全国の窓口に情報が寄せられた事例・手口】
社会福祉関係団体を名乗り、義援金の訪問集金を行うという電話があった。
役所の職員を名乗り、義援金の名目で金銭の振込みを依頼する電話があった。
カニを半額で買わないか。売上金の一部を義援金にする。 という電話があった。
義援金を募集するメールが届いたが、メールに書かれているリンク先が実際はアダルトサイトであった。
【アドバイス】
公的機関が、各家庭に電話等で義援金を求めることはありません。事例のような電話があったら、当該
公的機関に確認してください。
口座に振り込む場合は、振込先の名義をよく確認しましょう。
過去の震災でも、災害に便乗した悪質商法が横行しました。 被災地に送る古い布団を集めている。 と
ボランティアを装い、高額な布団リフォームを勧誘するものや、停電への不安に乗じたソーラーシステ
ムなどの訪問販売など様々です。
不審に思ったり、被害に遭ったときは、消費生活相談窓口や警察までご相談ください。

竹原市役所 階消費生活相談室 大崎上島町役場 総務課（本庁）

月 金曜日 奇数月の第 金曜日

消
費
生
活
情
報

消
費
生
活
情
報

問 竹原警察署 大崎上島分庁舎問 竹原警察署 大崎上島分庁舎問

消費生活相談窓口消費生活相談窓口



らんどは、障害者相談支援事業所です。
障がいのある方だけでなく、生活のしづらさを抱えて
いる方、ご家族や地域の方からの相談にも応じています。

らんどでは、自立生活のお手伝いとして、料理教
室を開催しています。今年度第 回目は餃子パーティー
です。皮から手作りの本格的な餃子を作ります。皆でワ
イワイと餃子を焼きましょう。
料理が苦手な人・作ったことのない人も大歓迎です。
お気軽に参加してください。
障害者手帳のある・なしは問いません。どなたでも、
お気軽にどうぞ。
調理を手伝ってくださるボランティアさんも募集中。

日 時 月 日
場 所 ふれあい工房内 調理室・食堂

大崎上島町大串 （大崎美浜荘隣り）
費 用 会費として 円
申込方法 月 日 までに、 らんどに連絡してく

ださい。電話・ ・ なんでも可。

連絡先
大崎上島町生活サポートセンター
らんど 担当 西田・末田

（転送することもありますがそのままお待ちください）

＠

受付日と時間 月 金曜日
相談は無料です。秘密は固く守ります。
まずはご連絡ください。

新しい職員の紹介
こんにちは！
月から らんどで働

くことになりました、末田
広樹です。西田さんと一緒
に、障がいのある方が笑顔
で暮らせる島、そして地域
の方の支えになれるよう一
生懸命がんばりたいと思い
ます。よろしくお願いしま
す！

胆石症とは、胆のうや胆管に石ができて、痛みなどの
症状を引き起こす病気のことをいいます。
胆汁という消化液が右上腹部にある肝臓でつくられて、
食べた物の消化を助けるため胆のうや胆管を通って十二
指腸に放出されます。この胆汁の通り道にできる石のこ
とを胆石といい、胆のうの石を胆のう結石、胆管の石を
胆管結石と呼んでいます。
胆のうにできる結石は、コレステロール結石という
白っぽい丸みをおびた石であることが多く、時には数十
個も見つかることがあります。胆管結石はビリルビンカ
ルシウム石という黄色いものが多く、一個でも激しい症
状を引き起こすことがあります。
胆石症の主な症状は、腹痛、発熱、黄疸などです。特
徴的な症状は、胆石疝痛（せんつう）発作といわれる激
しい右上腹部痛ですが、右の肩や背中にひびく痛みで
あったり、患者さんによっては胸の痛みを感じたりする
こともあります。焼き肉、天ぷらなどのあぶらっこい物
を食べた数時間後に痛みが出現することが多いです。し
かし、疝痛発作のような急激な症状がなく、何となくお
腹の調子が悪い
（胃が悪いという
感じ）、食後の上
腹部痛や吐き気、
食欲低下で受診さ
れ、検査で胆石が
見つかることも少
なくありません。
胆管にできた結
石が詰まってしま
うと胆汁が十二指腸に流れなくなり、体中が黄色になっ
てしまう黄疸が現れます。黄疸に感染を合併すると、高
熱と上腹部の激しい痛みを伴い意識障害やショック状態
となり、死亡する可能性もあるので注意が必要です。
また検診などの超音波検査で胆のうに石が見つかって
も、本人にはまったく症状がないことがよくあります。
症状がなければそのまま経過を見ていくのが現在の考え
方です。胆石が胆のう癌の発生原因になるのではないか
と心配される方がおられますが、統計的には痛みのない
胆石は発癌の原因となるという証拠はありません。超音
波検査などで定期的に経過観察を続けていくことが大切
です。

胆石症について
一般内科部長 梶原 剛



心しなやかにイキイキ生きるために
ストレスと上手く付き合いましょう（ ）

エネルギー 、たん白質 、ビタミン 、塩分

あなたは、ストレスがたまっていますか。

あなたは、ストレスに強いほうですか。

月に、木江保健福祉センター、東野保健福祉センター、
大崎上島開発総合センターで、 心しなやかにイキイキ
生きる と題して、文化学園大学 看護学部 看護学科
の岡本響子先生と村木士郎先生からお話しをしていただ
きました。
そこで、 月と 月の 回にわたって講演の内容をお

知らせします。

講演の中で、ストレスは、
同じストレスでも人によって
感じ方が変わってくるそうで
す。また、適度なストレスは、
生活の張りや、やる気につな
がってきます。
体調を崩すようなストレス
とは、

大きすぎる刺激。
予想したものと違う結果になる。
対処したが効果がない。

このようなときの対処としては、

問題を解決する。
問題から少しの間逃げる。
しばらくは何もしないでいる。
物事の考え方を変える。
好きなこと、楽しいことで気分転換をする。

また、自分にとって大きすぎるストレスがきた時は、

正しい情報を入手する。
自分で本当に対処可能か考える。
受け止め方や、考え方を変えてみる。
一人で抱え込まず、相談しましょう。

材 料 分量（ 人分）

豚ヒレ肉
酒 小さじ
こしょう 少々

パプリカ 個
酢 大さじ
砂糖 小さじ
こしょう 少々

かいわれ大根 パック

玉ねぎ 中 個
塩 小さじ

レモン汁（酢） 大さじ
塩 小さじ
サラダ油 大さじ
レモンの皮 少々

豚ヒレのグリル焼き（玉ねぎドレッシングかけ）豚ヒレのグリル焼き（玉ねぎドレッシングかけ）

新しいスタートで頑張る毎日に疲れがたまりがちにな
る時期です。まずはゆっくり休みましょう。今回は、元
気の素を作るのに不可欠なビタミン たっぷりの豚ヒ
レ肉を使いました。やわらかいので、疲れた体にうれし
い食べやすさです。

作り方

豚ヒレ肉は、 の厚さに切る。
玉ねぎを すりおろす。 とあわせ の豚ヒレ肉
を 分ほどつける。
残りの玉ねぎ、パプリカは、それぞれ薄切りにする。
を鍋に入れ、ひと煮立ちさせる。その中に の

野菜を入れ、漬け込む。
の肉を強火で両面焼く。
を盛り付け、 をかけ、 つに切ったかいわれ大

根とせん切りにしたレモンの皮を散らす。

元気の素はエネルギー
ごはんやパンなどの炭水化物をエネルギーに変える
のに必要なのが、豚肉・うなぎ・豆腐・ごまなどに多
く含まれるビタミン です。不足すると、エネルギー
不足となり、疲れやすくなってしまいます。また、ビ
タミン やクエン酸も疲労回復に役立つといわれて
います。

疲れがぬけない時におすすめ



法務局員が相続や贈与などの登記手続きに関する相談
をお受けします。
また、同時に人権擁護委員が悩み事の相談もお受けし
ます。相談は無料です。お気軽にご相談ください。

日時 月 日

場所 大崎上島町文化センター楽屋
相談担当者
登記相談所 東広島法務局職員
人権相談所 大崎上島町人権擁護委員

問広島法務局東広島支局 （ ）問

平成 年 月 日から、障害年金受給者（等級が 級
または 級に該当する方）の配偶者や子の加算が改善さ
れました。平成 年 月成立の 国民年金法等の一部を
改正する法律 （平成 年 月 日施行）によります。

平成 年 月までは
障害年金を受ける権利が発生した当時に生計を維持し
ている配偶者や子がいた場合、その配偶者や子は加算の
対象になりました。（当時の生計維持関係の確認が要件）
しかし、その後に婚姻や子が生まれた場合は、加算の
対象となりませんでした。

平成 年 月から加算の範囲が拡大されました
障害年金を受ける権利が発生した後に、生計を維持す
ることとなった配偶者や子がいる場合にも、届け出によ
り加算を行います。
平成 年 月 日以前に受給権を発生した方（すでに
受給権のある方）で、受給権発生時以降に婚姻された
り子が生まれたりした場合、その配偶者や子は、平成
年 月分から加算対象となります。

この場合、平成 年 月 日現在の生計維持関係を確
認します。
平成 年 月 日以降は、受給者が新たに配偶者や子
をもつこととなった場合、その事実が発生したところ
から加算の対象とします。
届け出の際、事実発生時点での生計関係を確認します。

問三原年金事務所
役場住民係 本庁 大崎支所

木江支所

問

海技免状更新講習開催海技
海技免状及び小型船舶操縦免許証の有効期限は 年。

有効期間満了日の 年前から更新期間に入ります。
海技士免状の所有者は 日前までに予約が必要です。
小型船舶操縦士で、有効期限を過ぎた方の講習も行い
ます。

講習日 月 日 （受付 ）
場 所 東野文化センター
持参するもの
海技免状（操縦免許証）・本籍記載の住民票 通（海
技免状の方）・写真 枚（ 正面・無帽・
無背景）・ボールペン・認印
海技士の方は写真 枚（ ）

料 金 小型 円 小型失効（ 円）
大型 円 送料別途必要（ 円）

問 中国船舶職員養成協会問

登記相談所及び人権相談所開設登記

障害年金加算改善法が施行されます障害

中国財務局では借金を抱え悩んでおられる方々のため
の 相談窓口 がございます。
多重債務問題は必ず解決できる問題です。悩まずに相
談してください。必要に応じ、弁護士・司法書士などの
法律専門家にひきつぎを行っております。
相談方法 まずお電話ください。相談費無料
連 絡 先 広島市中区上八丁堀

広島合同庁舎 号館 階
中国財務局 金融監督第三課
多重債務相談員 （直通）

受付時間 月曜日 金曜日（祝日及び 除く）
、

多重債務でお悩みの方に多重

平成 年 月 日の地デジ完全移行まで 日を切りま
した。準備がまだの方は、国の補助制度等（チューナー
給付等）を利用できることもあるので、下記に連絡をす
るなどして、地デジを見る準備を進めてください。
なお、地デジチューナー無償給付の対象者は、町民税
非課税の方・ 受信料全額免除の方です。
町民税非課税の方

（または、 ）
受信料全額免除の方

（または、 ）
その他、地デジ全般に関することは

デジサポ広島 へ

地デジの準備はできていますか？地



ふれあいの館から「こどもの日」のお知らせふれ
ふれあいの館では、 月 日の こどもの日 にちな

み、 月 日 月 日 まで小学生以下のこどもの
入浴料は無料とします。
料金は、次のとおりです。

月曜日は休館日です。
皆様のご利用をお待ちしております。

問大崎地域振興課（大崎支所） ─問

納税地を所轄する税務署の管轄外に避難されている皆
さんの国税に関する相談等は、最寄りの税務署でもお受
けします。
青森県、岩手県、宮城県、福島県、茨城県の納税者に
は国税に関する申告・納付等の期限を延長しました。
この他の地域に納税地のある方で、震災による交通途
絶等により申告・納付が困難な方については、期限延長
が認められます。状況が落ち着いた後、最寄りの税務署
にご相談ください。

還付金の支払いについて
すでに申告を行っている還付金の支払時期等の確認を
される場合は、最寄りの税務署へお問い合わせください。

納税証明書の交付について
最寄りの税務署でも申し込みを受け付けますので、ご
相談ください。なお、納税証明書の交付までに多少の日
数がかかる場合があります。

問竹原税務署 総務課問

今般の地震の被害を受けて
避難されている皆さんへ
今般
避難

月から か月間、子ども手当はこれまでどおり 子
につき 円が支給されます。

月の現況届は不要です。 月以降については制度が
決まり次第お知らせします。

問福祉課福祉指導係問

月まで 子ども手当はこれまでどおり月

地域の花づくり活動を支援します地域
公道の緑地帯等で、住民が自主的に行っている花づく
りを町が支援します。対象要件は、年間を通じて植栽や
維持管理を行っていること。 年以上継続して活動して
いること。美しい景観づくりや地域づくりに意欲のある
人・グループ。花づくり活動に関して町から他の補助金
を受けていないこと等。
植栽面積 平方メートルにつき 円。
申請期限 月 日。

要綱や申請書の様式は、企画課（本庁）にあ
ります。

詳しくはお問い合わせください。

問企画課問

住民主体の島づくり活動を支援します。助成は対象経
費の 分の 以内、限度額 万円。事業実施期間 月
から来年 月末、応募締切は 月 日 。応募要項は企
画課（本庁）にあります。

問 日本離島センター総務部問

離島人材育成基金助成事業、二次募集離

利 用 区 分 料 金

一 般 休 憩

（入浴料含む。）

大 人 円

小学生 円

回数券（ 回） 円

回数券（ 回） 円

回数券（ 回） 円

大 広 間

（ 畳）

時間まで 円

時間以上は

時間ごとに 円

広 間

（ 畳）

時間まで 円

時間以上は

時間ごとに 円

カ ラ オ ケ 器 機 曲 円

利 用 区 分 料 金

【大崎上島町ふるさとづくり事業】
町内の団体やグループが行う事業を町が支援します。
対象
生涯学習や人材育成のための研修会開催や参加
生活文化・福祉向上を目的とする事業
他の地域との交流推進を目的とした事業

事業実施期間
平成 年 月 日まで
補助金額は、補助対象経費の 分の 以内（限度額
万円）。ただし、視察研修や派遣旅費については 分

の 以内。限度額あり。（平成 年度予算 万）

問企画課問

島づくり 町づくり活動を支援します島



税務課からのお知らせです 問税務課（本庁）税務課からのお知らせです 問税務課（本庁）問

月は固定資産税（第 期）の納税月です
月 日 が固定資産税（第 期）の納期限です。

期限内の納付にご協力お願いします。
納税通知書は、 月中旬に発送します。

（口座振替をご利用の方は，残高の確認をお願いします。）
納期限までに納付確認できない場合は，督促状を発送
します。

ふるさと納税 ありがとうございます

平成 年度からの ふるさと納税 制度により、瀬戸
内海の元気島 大崎上島町 に応援いただいた浄財は、
町づくりの貴重な財源として使わせていただいておりま
す。
本年度も皆様の 応援したい お気持ちを ふるさと

納税 という形でご協力いただきますようお願いします。
生まれ育った町だけでなく、いわゆる 第二の故郷
や 心の故郷 なども ふるさと です。

寄附申出等につきましてはお気軽にお問い合わせくだ
さい。（大崎上島町ホームページにも掲載しています。）

固定資産税の情報を開示しています
固定資産税の縦覧は、納税者が所有する土地・家屋の
価格等を確認できるようにするため、土地価格等縦覧帳
簿、家屋価格等縦覧帳簿を縦覧により納税者に開示する
ものです。また、本人の所有する資産の評価内容の確認
は、従来どおり固定資産課税台帳の閲覧で行うことがで
きます。なお、縦覧期間中の閲覧は無料です。
縦 覧 期 間 月 日 まで

（土・日・祝日を除く）
縦 覧 場 所 税務課（本庁）、各支所地域振興課
縦覧できる方 固定資産税の納税者またはその代理人
持参するもの
印鑑、課税明細書（ 月にお届けしています）、運転免
許証など本人を確認できるもの。
代理人の場合は、上記のほかに委任状が必要です。
縦覧帳簿の記載事項
土地価格等縦覧帳簿 所在・地番・地目・地積・価格
家屋価格等縦覧帳簿 所在・家屋番号・種類・構造・

床面積・価格

保険税（料）の納め忘れはありませんか
国民健康保険税・後期高齢者医療の保険料は、加入者
の医療費の支払いに充てるための大切な財源です。保険
税（料）に未納がある方へは、督促状や催告書をお送り
しています。
なお保険税（料）が未納の場合には、有効期限の短い
短期被保険者証を発行します。

寄 付 の 状 況

平成 年度 件 円

平成 年度 件 円

平成 年度 件 円

寄 付 の 状 況

平成 年度

平成 年度

平成 年度

町税は町行政の原動力です。期限内納付にご協力をお願いします。
納付には、便利で確実な口座振替をご利用ください。
納 期 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

納 期 限

軽自動車税 全

町 県 民 税 期 期 期 期

固定資産税 期 期 期 期

国 民 健 康
保 険 税

期 期 期 期 期 期 期 期

後期高齢者
医療保険料

期 期 期 期 期 期 期 期

介護保険料 期 期 期 期

納 期 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

納 期 限



年 月 日 年 月 日

月 日 曜 行 事 ・ 場 所 予防接種

月 がん検診 明石会館 （受付）

三種混合 期
月 日

日

火 がん検診 木江会館 （受付）

水
登記相談所及び人権相談所 大崎上島文化センター楽屋

がん検診 西野公民館 （受付）

木 がん検診 大崎上島開発総合センター （受付）

金 がん検診 大崎上島開発総合センター （受付）

日 神峰山ウォーク （受付）

月 育児相談 大崎上島開発総合センター （受付）

日本脳炎 期 期
月 日

月 日

火 上島コスモス 木江保健福祉センター

水 断酒会 東野保健福祉センター

木 がん検診 東野保健福祉センター （受付）

金 がん検診 東野保健福祉センター （受付）

土 絵本読みかたり 情報プラザ・エル

金 健康相談 東野保健福祉センター （受付）

木 フッ素塗布 東野保健福祉センター （受付）

金 健康相談 大崎上島開発総合センター （受付）

日 第 回大崎上島中学校運動会 大崎上島中学校グラウンド 開会

月 日 曜 行 事 ・ 場 所 予防接種

三種混合 期
月 日

日

日本脳炎 期 期
月 日

月 日

竹
原
市
休
日
当
番
医

竹
原
市
休
日
当
番
医

耳
鼻
咽
喉
科
診
療
所

耳
鼻
咽
喉
科
診
療
所

月の診療日

日 ・ 日
受付時間
診療開始

休
日
当
番
医

休
日
当
番
医

内科 日曜・祝日

竹原市休日診療所

外科 日曜・祝日
・ ・

馬場病院
・

安田病院

（注）事前にお電話を

【竹原税務署からのお知らせ】

竹原税務署では、相続、贈与・譲渡所得に関する相談
を実施しています。

月の相談日は、 月 日 です。相談には予約が必
要です。事前に電話でご予約ください。

予約申込・問い合わせ先
竹原税務署
相談予約は、音声ガイダンスに
従い、 を押してください。

ときや内科

射場医院

寺元医院



この広報紙は、
再生紙を利用しています。

神
峰
俳
句
ク
ラ
ブ

野
も
山
も
日
毎
ふ
く
ら
む
五
月
か
な

越
田
レ
イ
コ

鳴
き
止
ま
ぬ
犬
に
説
教
万
愚
節

梅
澤

惠
子

ご
ん
狐
の
尻
尾
を
見
た
り
万
愚
節

平
原

千
歳

南
風
俳
句
会

鐘
を
撞つ

く
一
つ
は
母
に
花
霞

藤
原
千
紗
子

音
立
て
て
春

し
ゅ
ん

潮
ち
ょ
う

迫
門

せ

と

を
落
ち
ゆ
き
ぬ

山
本

輝
明

白
木
蓮

は
く
れ
ん

に
夕
照

せ
き
し
ょ
う

の
空
さ
ざ
め
け
り

芝
山

吉
宣

木
江
神
潮
俳
句
会

震
災
の
日
に
生
か
さ
れ
て
燕
来
る

小
川

知
女

親
が
子
を
子
が
親
さ
が
す
呼
小
鳥

よ
ぶ
こ
ど
り

小
池

華
子

手
摺

て
す
り

も
ち
歩
く
母
の
背
陽
炎

か
ぎ
ろ

へ
る

柳
本

昭
子

み
ゆ
き
俳
句
ク
ラ
ブ

水
鳥
の
新
居
探
し
て
放
水
路

竹
元
マ
ツ
子

ひ
な
祭
園
児
の
笑
顔
か
が
や
け
り

高
橋
の
り
子

山
鳩
の
声
に
明
け
行
く
彼
岸
寺

梅
谷

看
雲

大
崎
荘
俳
句
ク
ラ
ブ

友
が
来
て
美
味
し
く
見
え
る
土
筆

つ
く
し

か
な

松
浦

春
枝

日
が
昇
り
波
き
ら
き
ら
と
瀬
戸
の
春

神
本

文
江

春
泥

し
ゅ
ん
で
い

や
小
さ
き
手
足
伸
び
伸
び
と

安
本
美
保
子

大
崎
美
浜
荘
俳
句
ク
ラ
ブ

蕗ふ
き

の
薹と

う

旬
し
ゅ
ん

の
苦
味

に
が
み

を
感
じ
さ
せ

宮
本
ミ
ス
エ

青
空
に
芍
薬

し
ゃ
く
や
く

の
芽
の
色
添
へ
て

中
坂
サ
チ
エ

在
り
し
日
の
夫
を
偲し

の

び
つ
菊
根
分

ね
わ
け

中
保

藤
枝

東
野
公
民
館
俳
句
会

浅
春
の
比
良
山
景
の
雄
姿
か
な

河
下
キ
ク
ヱ

書
き
味
の
悪
き
ペ
ン
先
春
の
風
邪

松
岡

時
子

姉
妹
に
も
似
し
母
と
子
や
雛ひ

な

の
夜

山
本

輝
明

編
集
後
記

ま
さ
か
の
東
日
本
大
震
災
。
復

興
へ
は
長
い
道
の
り
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
被
災
地
に
立
ち
、
復
興
構

想
会
議
の
メ
ン
バ
ー
で
建
築
家
の

安
藤
忠
雄
さ
ん
が
語
っ
て
い
ま
し

た
。
自
然
と
仲
よ
く
つ
き
あ
う
こ

と
、
家
族
や
地
域
の
つ
な
が
り
を

見
直
す
こ
と
が
必
要
だ
と
。

晴
れ
た
日
、
海
は
終
日
お
だ
や

か
に
輝
い
て
い
ま
す
。
土
を
起
こ

し
、
種
を
蒔
く
人
の
姿
が
あ
ち
こ

ち
に
。
耕
し
、
植
え
、
育
て
る

収
穫
に
向
け
て
、
手
の
抜
け
な
い

作
業
の
積
み
重
ね
は
、
他
の
い
ろ

い
ろ
な
事
に
も
言
え
そ
う
で
す
。

風
薫
る

月
。
若
木
の
み
ど
り

も
日
々
濃
く
な
っ
て
ゆ
き
ま
す
。

集
ま
れ

わ
ん
ぱ
く
ち
ゃ
ん

月
に

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
、
町
内
に
お
住
ま
い
の
お
子
さ

ん
の
写
真
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
宛
先
は
、
企
画
課
ま
た
は
各
支
所

地
域
振
興
課
。
氏
名（
ふ
り
が
な
）
生
年
月
日
住
所（
地
区
名
）
保
護

者
名
・
電
話
番
号
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
期
限
は
、

月

日

。

＠

企
画
課

発行日 年 月 日
発行・編集 大崎上島町企画課

広島県豊田郡大崎上島町東野

アドレス

平平成成

さくら祭で琴の音ひびく
月 日 、大望月邸でさくら祭が開催されました。（主

催 町観光協会）
町の歴史的建造物大望月邸に親しんでもらいたいと昨年
から始まった祭りです。お
みやげや各種バザーなど、
町の皆さんの協力をいただ
いてのおもてなし。
花冷えの寒い一日でした
が、邸内には終日、城友会
の皆さんの奏でる琴の音が
響き、和やかな時が流れま
した。

俳句コンテストの結果は
次号でお知らせします。


